
発行　　大阪市学校園教職員組合
大阪市中央区法円坂1-1-35（大阪市教育会館内）
　　 ＴＥＬ 6910－8700   FAX 6910－7990

2

2017年６月１日
ＶＯＬ. 537

小中
一貫

デ
メ
リ
ッ
ト
明
ら
か

目
的
は
学
校
統
廃
合

　

宮
城
委
員
長
は
あ
い

さ
つ
で
、
今
年
の
大
会

が
、
権
限
移
譲
に
よ
り

全
員
が
大
阪
市
費
教
職

員
と
な
っ
た
、「
維
新

市
政
」
の
組
合
攻
撃
に

抗
し
、
自
ら
の
力
で
組

合
財
政
を
確
立
し
た
、

市
労
組
連
闘
争
が
本
格

化
す
る
中
で
開
か
れ
て

い
る
こ
と
を
の
べ
、

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く

り
と
一
体
と
な
っ
た
監

視
社
会
づ
く
り
で
あ
る

「
共
謀
罪
」
法
案
の
成

立
を
大
会
の
名
に
お
い

て
許
さ
な
い
と
宣
言
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ

の
憲
法
闘
争
―
労
働
者

の
権
利
を
守
る
、
教
育

へ
の
介
入
を
許
さ
な

い
、
９
条
改
憲
を
許
さ

な
い
―
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。（
以
下
、
討
論

の
要
旨
）

　

今
年
度
組
合
に
加
入

し
た
南
大
阪
の
青
年
か

ら
、「
現
場
は
本
当
に

大
変
」
で
あ
る
が
、

「
組
合
活
動
に
参
加
し

て
気
持
ち
が
ほ
っ
と
す

る
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
、
自
分
の

引
き
出
し
が
増
え
た
」。

ま
た
、「
こ
れ
ま
で
社

会
情
勢
に
興
味
な
く
、

選
挙
に
行
っ
て
い
な
か

っ
た
」が
、
全
教
の「
ゆ

い
ま
ー
る
」
で
、「
文

字
や
テ
レ
ビ
で
し
か
知

ら
な
か
っ
た
沖
縄
を
見

て
衝
撃
を
受
け
た
。
知

る
こ
と
で
、
自
分
自
身

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と

を
実
感
、
こ
れ
か
ら
自

分
ひ
と
り
で
も
何
か
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

北
大
阪
の
青
年
は
、

先
輩
教
員
と
一
緒
に
学

ぶ
教
研
や
支
部
の
取
り

青年は現場の大きな力
権利・教育・9条守る憲法闘争を

組
み
、
堺
教
組
と
の
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
な

ど
を
通
し
て
、
学
び
合

い
や
青
年
の
交
流
が
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。

　

西
大
阪
の
青
年
支
部

長
は
、
支
部
企
画
「
し

ゃ
べ
り
場
」
が
、
教
育

実
践
を
「
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
な
く
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
Ｈ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ

Ｏ
だ
け
で
は
な
い
、
深

い
学
び
を
共
有
す
る
こ

と
で
青
年
組
合
員
が
増

え
て
き
た
と
報
告
。
周

り
の
素
晴
ら
し
い
先
輩

方
に
支
え
て
も
ら
い
、

「
一
緒
に
話
す
こ
と
で

元
気
」
に
な
る
、
支
部

の
青
年
執
行
委
員
も
増

え
、
活
動
が
活
発
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

　

事
務
職
員
部
は
、
単

数
職
場
が
全
体
の
50
％

以
上
、
現
場
が
ま
す
ま

す
多
忙
化
し
て
い
る
こ

と
、
権
限
移
譲
で
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
権
限

を
持
た
せ
、
事
務
職
員

全
員
の
勤
務
評
価
を
行

い
、
互
い
に
評
価
さ
せ

る
こ
と
、
代
替
が
ア
ル

バ
イ
ト
日
給
に
な
り
、

人
員
が
逃
げ
、「
ス
ー

パ
ー
に
人
員
募
集
の
張

り
紙
」
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
厳
し
い
状
況
を
指

摘
。
そ
の
中
で
も
、
実

行
委
員
会
形
式
の
「
若

手
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
職
員
の

会
」を
通
し
て
、組
合
員

も
増
え
た
。「
本
音
を

話
し
合
え
る
場
」
が
必

要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

城
北
支
部
か
ら
は
学

習
指
導
要
領
に
つ
い
て

発
言
。
小
学
校
の
英
語

教
育
に
対
す
る
不
信

感
、
特
定
の
価
値
観
を

押
し
付
け
る
「
教
科　

道
徳
」
の
危
険
性
、
中

学
校
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
で
競
争
と
管
理
が

強
化
さ
れ
て
い
る
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
城
北
支
部
で
は
、

「
教
育
の
集
い
」
が
30

回
以
上
継
続
し
て
き
た

こ
と
を
紹
介
。
教
育
、

平
和
・
共
謀
罪
の
問
題

に
つ
い
て
、「
地
域
の

人
と
平
和
の
思
い
を
共

有
し
な
が
ら
学
習
、
闘

い
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

東
南
支
部
か
ら
は
、

「
学
校
安
心
ル
ー
ル
」

の
危
険
性
に
つ
い
て
発

言
。「
生
活
指
導
の
根

本
を
破
壊
す
る
も
の
、

　

大
阪
市
議
会
は
５
月

26
日
の
本
会
議
で
、「
大

阪
都
」
構
想
の
設
計
図

を
つ
く
る
法
定
協
議
会

設
置
議
案
を
、
維
新
、

公
明
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。
大

阪
市
を
廃
止
・
解
体
し

て
複
数
の
特
別
区
に
再

編
す
る
「
大
阪
都
」
構

想
は
２
年
前
の
住
民
投

票
で
否
決
さ
れ
、
そ
れ

を
蒸
し
返
し
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

「
変
え
る
べ
き
も
の

は
『
制
度
』
で
は
な
く

『
政
策
』
で
す
」
と
、

大
阪
市
解
体
反
対
を
主

張
す
る
「
投
票
広
報
」

は
市
民
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。「
大
阪
都
」
構

想
と
は
、
政
令
市
で
あ

る
大
阪
市
を
廃
止
し
、

府
に
従
属
す
る
い
く
つ

か
の
特
別
区
に
分
割
す

る
構
想
で
、
府
は
市
か

ら
多
く
の
権
限
と
財
源

を
吸
い
上
げ
ま
す
。
府

は
取
り
上
げ
た
税
金
で

カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）

や
高
速
道
路
、
鉄
道
な

ど
不
要
・
不
急
の
大
型

開
発
を
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

「
な
に
わ
筋
線
」
の

建
設
計
画
の
概
要
が
ま

と
ま
り
府
、
市
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
、
南
海
電
鉄
が

合
意
し
た
と
朝
日
５
月

21
日
付
が
報
じ
ま
し

た
。
府
・
市
で
１
５
０

０
億
円
の
税
金
が
使
わ

れ
ま
す
。

共
同
の
集
会
に

１
０
０
０
人

　

大
阪
市
の
解
体
を
許

さ
な
い
市
民
が
１
千

人
、
大
阪
市
住
民
投
票

２
周
年
の
５
月
17
日
に

中
之
島
中
央
公
会
堂
に

集
い
、
市
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
勢
力
の
悪
政

を
各
分
野
か
ら
告
発
し

ま
し
た
。
当
日
大
阪
市

を
よ
く
す
る
会
地
域
連

絡
会
は
、
い
っ
せ
い
宣

伝
を
行
い
集
会
に
参
加

し
ま
し
た
。　
　
　

　

主
催
は
市
民
グ
ル
ー

プ
「
大
阪
を
知
り
・
考

え
る
市
民
の
会
」（
代

表
中
野
雅
司
）
で
、
内

田
樹
氏
が
講
演
し
、
平

法
定
協
の
設
置
強
行

反
対
市
民
集
会
に
１
千
人

都構想

第29回
定期大会

松
元
市
長
・
笑
福
亭
竹

林
さ
ん
が
司
会
を
し
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
自

民
・
共
産
・
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

い
く
の
市
会
議
員
、
前

市
会
議
員
、
自
民
・
民

進
・
共
産
の
府
会
議

員
、
わ
た
な
べ
結
さ

ん
、
浅
野
秀
弥
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
で
い
い
の
か

小
中
一
貫
教
育
、
許
す

な
学
校
統
廃
合
」
大
阪

交
流
集
会
が
大
阪
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
で

５
月
13
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

施
設
一
体
型
小
中
一

貫
校
の
ほ
そ
ご
う
学
園

（
池
田
市
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ア

ン
ケ
ー
ト
は
小
中
一
貫

校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す

（
別
掲
参
照
）。

　

基
調
報
告
で
は
、
小

中
一
貫
教
育
の
目
的
は

学
校
統
廃
合
に
よ
る
教

育
予
算
の
削
減
と
学
校

・
教
職
員
の
統
制
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

四
條
畷
市
３
小
学

校
、
１
中
学
校
を
廃
校

す
る
計
画
（
民
間
資

金
、
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
）
を
見
直

す
公
約
を
掲
げ
た
市
長

が
07
年
１
月
当
選
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
市
教
は
５
月
20
日
定
期
大
会
を
開

催
。
今
年
も
青
年
の
発
言
が
参
加
者
に
希
望

を
広
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
組
織
強
化
・
拡
大

を
す
す
め
、
維
新
市
政
に
た
い
す
る
た
た
か

い
を
強
化
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

維
新
政
治
の
象
徴
」
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
現
場
に
若
い
教
職

員
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
に
ふ
れ
、「
青
年

は
現
場
の
大
き
な
宝
」

と
の
認
識
に
立
ち
、
今

こ
そ
「
憲
法
を
核
に
し

た
教
育
」
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

退職
されたみ

なさんを囲む会
ありがとうございました

　退職されたみなさんを囲む会を5月26
日パル法円坂で開催しました。「大阪市
教の先輩のおかげて38年頑張れた」「組
合がなかったら仕事を続けることができ
なかった」と退職者のみなさんが話し懇
談が弾みました。

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
（
市
対
連
）
と
府
民

要
求
連
絡
会
（
府
民

連
）
は
、
大
阪
市
議
会

開
会
日
の
16
日
、「
な

く
す
な
大
阪
市
！
カ
ジ

ノ
よ
り
小
中
学
校
給
食

無
償
化
！
市
民
要
求
実

現
！
」
と
大
阪
市
役
所

前
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集

会
を
開
き
、
約
１
５
０

人
が
、「
大
阪
市
を
つ

ぶ
す
『
都
』
構
想
は
い

ら
な
い
」「
法
定
協
議

会
設
置
す
る
な
」「
カ

ジ
ノ
い
ら
な
い
」「
住

吉
市
民
病
院
つ
ぶ
す

な
」
な
ど
と
唱
和
し
な

が
ら
デ
モ
行
進
し
、
大

阪
市
教
か
ら
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
日
本
共

産
党
の
岩
崎
賢
太
市
議

が
議
会
報
告
。
ま
た
、

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会

の
福
井
朗
事
務
局
長
が

「
２
年
前
の
住
民
投
票

で
決
着
が
つ
い
て
い
る

の
が
『
都
』
構
想
だ
」

と
批
判
し
、
住
吉
市
民

病
院
を
充
実
さ
せ
る
市

民
の
会
の
辻
井
大
介
事

務
局
長
は
「
民
間
病
院

誘
致
は
断
念
を
し
て
市

が
市
民
病
院
の
機
能
継

続
の
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

小中一貫校になって、、　　
大変だった（困った）こと

○遊ぶところをとられた（3年生）
○�中学生の試験中はおとなしくしないといけないので遊
べない（4年生）
○�放課後部活があるのでグランドが使えない（4年生）
○運動場の遊具が少なくなった（5年生）
○�小学生と中学生の休み時間がちがう為、うるさくて授
業に集中できない（5年生）
○保健室に中学生が多くいると使いにくい（6年生）
○家から学校まで遠い、しかも徒歩（7年生）
○�小学生が早く授業が終わるため中学の授業中うるさく
なる（8年生）
○試験中うるさい・集中できない（9年生）
○�行事などは小学生中心のようになっている（9年生）

大
阪
市
議
会
開
会
日
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
集
会

大
阪
市
な
く
す
な
！
カ
ジ
ノ
よ
り
給
食
無
償
化


